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●今月の聖句　わたしは言おう、わたしの兄弟、友のために。「あなたのうちに平和があるよう
に。」わたしは願おうわたしたちの神、主の家のために。「あなたに幸いがあるように。」�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詩篇第122章8節9節�

『ファンドの理念を見つめなおして』�

9月在籍者３７名�
　　　　　　8月第2例会　第1例会　　第2例会　�
メンバー　　　　　２４名　　３０名　　　３０名�
メネット　　　　　　０名　　　０名　　　１４名�
コメット　　　　　　０名　　　０名　　　　０名�
ゲスト　　　　　　　０名　　　０名　　　　３名�
ビジター　　　　　　０名　　　０名　　　　０名�
8月月間メイキャップ者数　　　　5名�
8月月間出席率　　　　　　　　86.5％�
9月月間メイキャップ者数　　　　５名�
9月月間出席率　　　　　　　　94.6％�
�
BFポイント�
9月分　切手　　　　０pt　　累計　　　０pt�
現金　　　　０円　　累計　　　０円�
ニコニコ�
9月分　　　　　14,000円　　累計　26,000円�
ファンド�
9月分　　　　　　　　0円　　累計　　　0円�
�

DATA　OF　SEPTEMBER

BF�

BFデリゲートをクラブより選出できる土壌

作りの為に、例会等に於いてBFについて話

し合う機会をもちましょう。　　　　　　

　　　吉村周平ファンド事業主任�

�

10月の強調テーマ�

ファンド事業委員長　佐々木　貫二�

ウイングクラブに入会し早三年,新人といわれていた私も今期ファン

ド・BF・EF・JWF委員長を務めることになりました。　一年目二

年目は「はい、じゃがいも」「はい、かぼちゃ」「はい、何々」と

何の目的で何に使用されてるのも理解せず、与えられた個人目標を

クリアすることで精一杯でした。しかし、今期委員長という大役を

通して受け身側な立場から指揮をとる側に変わることで私自身もワ

イズのメンバーとして大きく成長できるチャンスだと思っています。

そこで私はまず、皆さんにもう一度考えていただきたいことがあります。それはファンド資

金を集める上で目標金額を達成することは当然ですが、なぜあえて重たくてかさばる「じゃ

がいも」や「かぼちゃ」を皆さんに販売していただくのか、その作業を通してもう一度本来

のボランティアの精神や姿勢を私も含めて皆さんにも見つめなおしていただきたいのです。

一人で何箱も時間や手間をかけて個人目標を達成することはとても大変なことです。現金フ

ァンドで3万円を払ってしまうことは簡単です。しかし毎年その大変な作業を皆さんが協力

していただいているお陰で達成することが本来のファンド資金を集める上で一番大事なこと

だと思っております。本当に本当に感謝する思いでいっぱいです。若僧でまだまだ勉強不足

の私ですがこれからもよろしくお願い致します。�
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　　　　　 京 都 部 部 会　　�

8月31日（日）　吉岡　毅�

　8月31日（日）第8回京都部大会が京都パークホテルで行われ、

約430名あまりのワイズメン達が集結した。まず始めに第一部

式典が16時から行われ、各クラブの会長が壇上に立ちまずバナ

ーセレモニー、クラブの特色を生かしたバナーが勢揃いでとて

も華やかだ。その後開会の点鐘が鳴らされ、ワイズソング斉唱

から来賓紹介、挨拶、京都部主査所信表明と行われ、式典が滞

りなく終了した。その後第二部懇親会が行われ、プログラムの

古代から伝わる伝統的な狂言をじっくりと全員が見入った後、�

京都ＹＭＣＡ100周年記念のプログラムが紹介され、ウイング

が力を入れているクリスマスキャロリングが大々的に紹介され

た。ウイングからも22名が出席したが、皆さん例会振りかえで

もあるので、出席を進んでしましょう。�

でもあるので、出席を進んでしましょう。�

岸本Y's

8月第2例会�

第1例会� 第2例会�

今村Y's

平田先生�

メネットも多数出席�

島本Y's

　　　　　 メンバースピーチ�

9月4日（木）　河原　知広�

　本日はメンバースピーチということで、岸本Yﾕs、島本Yﾕs、

今村Yﾕsという、三者三様の“好敵手”というスピーチでしたが、

対“人”とか対“目標”とか、いろいろと味のある“好敵手”

があるなあと思わせて頂き、例会としては、ワキアイアイと、

久しぶりに楽しい一時を過ごさせて頂きありがたかったなあと

思います。ところで、“好敵手”とは何ぞやとこの機会に考え

させて頂きました。本当の自分の“好敵手”と言うのは、自分

自身の中にあるのではないかなあと思います。いや、“自分自

身”が“好敵手”ではないかなあ

と思います。ころからも“自分自

身”を振り返り、自分に、負けず

生きていけたら・・・と思います。�

　　　　　 同　伴　例　会�
久後　勝巳�

　「京都いのちの電話」　平田さんのお話を聞いて、色々と考

えさせられました。我々のボランティア活動とは、幾分違った

内容の活動をされており、精神的な負担がとても大きい事を知

りました。電話を使った相談が主な活動ですが、明日にでも自

殺をしようと決心している方、いや電話を切った後、すぐに死

のうと決断されている方への対応は、想像を絶するに違いあり

ません。また、匿名が原則であるため、個別の一対一での接触

ができないジレンマ等、精神的に揺れ動く事が多い奉仕活動だ

と思います。その中に果敢に身を置かれる平田さんを見て、同

じ奉仕団体に籍をおく者として尊敬の念を抱いた人間は私一人

ではないはずです。　社会

的情勢が不安定な今日です

が、平田さんの言われた、

「この団体は無くなった方

がいいんです。」　この言

葉が早く達成される日を私

も願っております。�


